2019年度　　基本方針

	　　役職名　　副理事長
	氏名　田上　俊介

	地方創生が進められ地域経済の活性化や地方人口減少対策を図る様々な政策が行われる中で、有効求人倍率は増えているものの地方圏での若年雇用者数は減少を続けており、都市部への人口流出に対して大きな効果が出ていないのが現状です。今後地方が人口流出を防ぎ発展していくには、自らが主体的に取り組む市民参画型のまちづくりで若年層が参画する中から郷土愛やこの地域に対して将来の希望が持てる仕組みをつくる必要があります。
　まずは、地域の発展に繋がる情報を収集するために、各地域の調査を行い、情報を収集し、集約することで、この地域の特性や可能性を広げます。そして、魅力ある地域の発展に繋げるために、集約した情報をもとに地域の必要性・関心の高いものを抽出し事業を立案することで、各地域の魅力を導き出します。さらに、誰かが作ってくれるまちづくりではなく自らが主体的に関わるまちづくりを行うために、様々な団体や企業などと関わり、市民参画型の事業を行うことで、多くの市民がわがまちについて考える機会を提供します。また、若年層が未来に希望をもつために、この地域の発展につながる取り組みを若い世代を対象に行い、自分の住み暮らすまちに興味・関心を持ってもらいます。そして、郷土を愛する心を育むために、この地域で夢を実現して得た幸せな気持ちを体験することで、自らが主体的にまちづくりに参加する意識を醸成します。さらに、郷土愛を持った若い世代がこの地域の将来に対して希望を持つために、具体的で実効性のある明るい夢を描きだし、実際に実現することで、誰もがこの地域に暮らしたいと夢を描けるまちを創造します。
地域が目指すまちづくりの立案から実行までに主体的な関わりを通じて、自らがそのまちに暮らす明るいイメージが芽生え郷土愛や未来へ希望を持つことに繋がり、地域に活力を生み出す社会参画意識の高い市民が増えて誰もが夢を描けるまちになると確信致します。
▼最初の前段５行：２００字
・協議会が設置された背景。ですので、目的・手段を書くことはできません。
「◯◯ために、」「〇〇することで、」などの表記はＮＧ。
・１文の長さは８０文字以上であること。
前段２文目の最後は「～必要です。」で終わること（「～必要があります。」も認めます）。
１文目：現状把握（強みや問題提起など）→ネガティブではなく、ポジティブにつながるように書くこと。「～なければなりません」などの表現はＮＧ。
※１文目末尾は、「～可能性を秘めています。」「～可能性を持っています。」
「～好機を迎えています。」「機運が高まっています。」などの表現、
またそれに類似する表現は安易に使用しないこと。但し、しっかりとしたデータや根拠に基づき、説明できる場合に関しては使用可能とする。
２文目：協議会が設置された背景　　 　→解決のためになすべきこと。
問題に対して、なぜ協議会が設置されたか。
※「○○により」「○○によって」の使用は、いかなる場合でも使用不可です。
担当委員会の担い（大項目）

行政やどこかのまちづくり団体がやっているイベントではなく、特に若い世代の参画者を増やすことで地域の魅力を自らが感じ郷土愛やこの地域に夢を描くことが必要。
地域の発展に貢献できるひとづくり
1.（小項目）
2.
3.
4.

5.
誰もが夢を描けるまちづくり
1.
2.
3.
4.
5.
背景２００文字
目的４８０文字

結果１２０文字

計　８００文字（句読点含む、ローマ字・数字は全角表記）


第2回正副理事長会議

意見1：背景がまち青少年の背景になっていません。

対応1：背景修正しました。
意見2：全体事業としてのことも記載して下さい。

対応2：霧島ＪＣ全体をサポートして参ります。と記載しました
意見3：～のために～して～なります。といった文章構成にするとよいです。

対応3：構成を変更しました。
意見4：結果の部分に～することでにすると手法になってしまいます。

対応4：することがに変更しました。
意見5:まず、　そして、　また　さらにの順で接続詞を入れてください。

対応5:接続詞修正しました。
意見6:結果に最終的にどのような街になってほしいのかを記載する。

対応6：社会参画意識の高い持続可能なまちづくりと変更しました
